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議会報告会開催 　平成 30年 11 月 11 日（日）と 18日（日）に第６回議会報告会
を開催しました。今回は、初めての取り組みとして、常任委員会
ごとに所管事務に関連する団体と意見交換を行いました。

総務常任委員会

秦野市消防団
×

文教福祉常任委員会

秦野市民生委員児童委員協議会
×

環境都市常任委員会

秦野市商店会連合会
秦野市西商店会連合会

×

参加人数：13人
店舗の改装に係る補助制度の創設、地域活性
化のための「ほっとワーク」開設などについ
て意見が交わされました。

参加人数：11人
移動支援や買い物支援などの高齢者支援施策、
空き家対策などについて意見が交わされまし
た。

参加人数：12人
消防団活動における課題や、それに対する行
政のサポートなどについて意見が交わされま
した。

平
30
陳
情
第
16
号　
投
票
率
向
上
の
た

め
、
高
校
生
へ
の
選
挙
教
育
と
選
挙
時

の
情
報
発
信
方
法
の
見
直
し
を
求
め
る

陳
情

▼
願　
意

　

選
挙
教
育
の
出
前
講
座
で
は
、
動
画

な
ど
を
用
い
て
高
校
生
が
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
啓
発
方
法
と
し
、
投
票

率
向
上
の
対
策
と
し
て
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
な
ど
を
使
用
し
、
若
年
層
の
目
に
触

れ
や
す
い
媒
体
で
選
挙
公
報
の
発
信
を

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
投
票
所
を
学
校

（
大
学
や
高
校
）
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
な
ど
若
年
層
に
親
し
み
が
あ
る
場

所
に
開
設
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
若
年
層
の
投

票
率
向
上
の
た
め
に
は
、
高
校
生
が
選

挙
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
出
前
講
座
の

開
催
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
簡
単
に

選
挙
公
報
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
な
情
報

発
信
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、
投
票

所
に
つ
い
て
も
若
年
層
に
親
し
み
の
あ

る
場
所
で
の
開
設
を
検
討
す
べ
き
で
あ

平
30
陳
情
第
17
号　
災
害
時
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
す
る
陳
情

▼
願　
意

　

本
市
が
被
災
し
た
際
に
高
校
生
の
力

を
最
大
限
生
か
す
た
め
、
高
校
生
災
害

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
設
立
や
体

制
づ
く
り
を
支
援
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

高
校
生
に
対
し
、
防
災
知
識
や
避
難
所

開
設
時
の
協
力
事
項
な
ど
の
勉
強
会
や

実
践
的
な
避
難
訓
練
な
ど
の
定
期
的
な

講
習
会
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

平
30
陳
情
第
19
号　
若
年
層
の
意
見
を

取
り
入
れ
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観

光
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
実
現
を
求
め
る

陳
情

▼
願　
意

　

①
高
校
生
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
よ

り
具
体
的
に
観
光
事
業
を
進
め
て
い
く

た
め
の
場
所
の
設
置
、
②
秦
野
の
名
産

を
使
っ
た
飲
食
店
や
お
み
や
げ
屋
な
ど
、

秦
野
市
や
丹
沢
を
今
ま
で
以
上
に
発
信

す
る
施
設
の
開
設
、
③
秦
野
の
水
や
山

を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
確
立
、
④
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
デ
ジ
タ

ル
媒
体
だ
け
で
は
な
く
、
既
存
の
ポ
ス

タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ
媒
体

も
併
用
し
た
老
若
男
女
に
対
応
し
た
広

報
を
し
て
ほ
し
い
。

平
30
陳
情
第
18
号　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
向
上
の
た
め
、
※
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
取
組
み
を
さ
ら
に
広
げ
る
こ

と
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

立
場
の
異
な
る
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
人
と
の
関
わ

り
方
を
学
ぶ
ピ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に

る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　
　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採　
　

択
（
賛
成
全
員
）

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
高
校
生
が
自

主
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
設
立
し
、

災
害
時
に
支
援
を
行
う
た
め
、
防
災
知

識
習
得
に
向
け
た
定
期
的
な
講
習
会
を

実
施
し
て
ほ
し
い
と
い
う
切
実
な
陳
情

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
地
域
社
会
に
と

っ
て
も
非
常
に
有
効
な
取
り
組
み
で
あ

る
た
め
、
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　
　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採　
　

択
（
賛
成
全
員
）

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
陳
情
事
項
に

一
部
具
体
性
が
乏
し
い
部
分
も
あ
る
が
、

秦
野
の
未
来
に
希
望
を
抱
き
、
高
校
生

自
ら
が
発
意
し
た
思
い
を
最
大
限
酌
み

取
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
陳
情
事
項

を
実
現
す
る
た
め
、
直
ち
に
予
算
措
置

を
要
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
陳
情
は
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。
」

と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　
　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採　
　

択
（
賛
成
全
員
）

参
加
し
た
中
学
３
年
生
を
中
心
に
下
級

生
と
の
交
流
の
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、

全
生
徒
に
ピ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
へ
の

参
加
を
促
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

秦野総合高校での模擬投票の様子

若
年
層
の
意
見
を
選
挙
に
反
映
さ
せ
よ
う

災
害
時
に
若
い
力
を
生
か
そ
う

　

観
光
振
興
に

高
校
生
の
意
見
を
取
り
入
れ
よ
う　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
の
促
進
を

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
有
効
性
に
大

い
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
学
校
現
場

に
お
い
て
、
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

進
め
て
い
く
上
で
課
題
と
な
る
要
因
は

一
つ
ず
つ
丁
寧
に
解
決
し
、
一
層
の
拡

充
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　
　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採　
　

択
（
賛
成
全
員
）

陳

情

陳
情
・
意
見
書
は

５
面
に
も
掲
載

（

）

※ピアサポート…学校教育の一環として、教師の指導・援助の下に、子どもたちがお互いに思いやり、助け合い、支え合う人間関係を育むために行う学習活動のこと用語解説

秦野高校生議会の報告書を提出
１２月定例会、高校生が初めて陳情提出

　平成 30 年 11 月 27 日（火）、（公社）
秦野青年会議所が主催した「秦野高校生議
会 2018」の高校生議員が、阿蘇佳一議長
と高橋昌和市長に報告書を提出しました。
　高校生議会でまとめられた提言内容を基
に、12月定例会に陳情４件（災害、観光、
選挙、教育）が提出され、採択されました。




